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母親にとって育児は, 喜びや楽しみなどの満足感を持っ

ているとともに大きな不安やストレスを伴うものである｡

今日, 核家族の増加, 近隣者との関係の希薄化, 乳幼児

に接する機会の減少などに伴う地域社会の変容といった

育児環境の変化に伴い, 子育て中の母親は様々な不安や

ストレスなどの問題を抱え生活している１,２)｡ 母親の育

児ストレスが高すぎることは, 母親だけでなく, 子ども

の発達に影響を及ぼす可能性がある３)｡ そのため, 子ど

もの健やかな発達の側面からも, 母親の育児支援の必要

性が強調されている｡

また近年, 発達的視点及び生活動作的視点を持つ作業

療法士において, 乳幼児健診, 保健センターでの親子教

室や保育園・幼稚園など子育て支援への参加が求められ

てきている４)｡ 作業療法士は子育て支援を考える上で,

子ども自身はもちろん, 母親がどのように育児を行い,

育児に対してどのような不安やストレスを感じ, またど

のような困り感を持っているのかなどを把握しておくこ

とは不可欠である｡�������と�������は日常生活の中で起きるある出来事

に対する認知的評価が対処行動を決定し, その結果がス

トレス反応として表れるという心理学的ストレスモデル

を提唱している５)｡ ストレスを抱える母親へのサポート

を考えたとき, 育児中の母親のもつストレスの内容と程

度, そのストレスにおける関連要因やサポート状況を明

確にすることが育児支援にとってとても重要と考える｡

育児ストレスに関連する要因として３つの側面が挙げ

られる｡ 第１は母親の意識であり, 対処行動, 母親役割

などが挙げられる｡ 対処行動に関しては, コーピング方

略によってストレス反応に違いがみられ, 回避型コーピ

ングより積極的なコーピングがストレス低減に効果があ

る６)｡ また, ストレスを諦めや放棄ではなく, 肯定的に

捉えることができるように意味づけをして, 解決方法を

提示していくことが支援に有用であると報告されてい

る６)｡ 母親役割では, 積極的・肯定的に受容している母

親ほど状態不安, 抑うつが弱く, 消極的・否定的に受容

している母親ほど状態不安が強い７)｡ また, 育児ストレ

スは母親のパーソナリティーとしての不安になりやすさ

をベースに, 母親役割の非受容感が影響していると報告

されている２)｡ しかし, 藤本ら８)は状態不安が一般成人
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女性より少し高くても子どもを十分に受容し, 育児を促

進する可能性があると述べている｡

第２は子どもに対する意識であり, 母親が子どもの行

動をどのように認知しているかなどが挙げられる｡ つま

り ｢子どもの聞き分けのない行動｣ や ｢子どもにまとわ

りつかれること｣ などが育児ストレスになっている１,９)｡

また, 有職の母親についての研究３)では, 親側面のスト

レスは専業主婦が高かったが, 子どもの側面に関しては

有職の母親の方が高い結果であったと報告されている｡

第３は周囲に対する意識, いわゆるソーシャル・サポー

トである｡ ソーシャル・サポートとは ｢家族, 友人, 隣

人, 同僚や専門家など, ある個人をとりまくさまざまな

人からの有形, 無形の援助｣ ｢援助を必要としている人

や悩みを抱えている個人に対して, 周囲の人々から与え

られるサポート｣10)とされている｡ 育児ストレスとソー

シャル・サポートとの関係では, 夫と家族のサポートの

重要性が多く報告されている３,11～13)｡ 夫の育児参加は,

母親の育児に対する肯定感を高め, 制約感を低くする14)｡

また, 新道ら15)は, 世代間の違う母親の子どもの調査に

おいて, 子育て支援・協力者として選ばれたのが第１位

｢夫｣, 第２位 ｢実母｣ と報告している｡ 一方, 夫や家族

のサポートだけでは不十分であり, 母親の様々なサポー

トニーズを母親を取り巻く人々で役割分担し, 引き受け

ていくことが必要であり, 友人, 育児サークルや専門家

など家庭外のサポートの重要性も述べられている11,13)｡

このように先行研究より, 母親の育児ストレスは複数

の要因と関連性があることが明らかになっているが, 同

一の対象において, どのような要因がどの程度育児スト

レスに関係しているかを多面的に検討したものは少ない｡

従って, 本研究の目的は, 保育園に通う子どもを持つ

母親を対象に

(1) 育児ストレスの状態

(2) 育児ストレスに関連する,

①母親の意識 (対処行動, 母親役割)

②子どもに対する意識 (子どもの行動)

③周囲に対する意識 (ソーシャル・サポート) の状況

(3) 育児ストレスの程度と①～③との関係

を明らかにすることである｡���������������市内４ヵ所の保育園に通う子どもの母親235名であ
り, 2013年10月から11月で実施した｡������������
鹿児島大学医学部疫学・臨床研究等に関する倫理委員

会の承認 (承認番号：第262号) を得た後, 各施設長に

研究計画書と調査票を持参し協力を得た｡ 保育士を通じ

て研究目的と得られたデータを研究目的以外では使用し

ないこと, 結果は統計的に処理し個人が特定されない旨

を明記した文書を添付し, 同意の得られた母親に配布し

た｡ 調査票は無記名自記式とし, 施設に設置した投函箱

にて回収した｡�������������
母親の年齢, 子どもの人数, 祖父母との同居の有無,

就労の有無, 子どもの年齢������� (表１)
中島ら16)の育児ストレス認知尺度16項目で構成し, 回

答は ｢最近１か月間の子育てに対して感じていること｣

を問うものである｡����� (表１)
岡田ら17)の育児ストレス・コーピング尺度８項目 (逃

避的コーピング４項目と調整的コーピング４項目) で構

成し, 回答は ｢子育てでの様々な問題に対しどのように

対応しているか｣ を問うものである｡ 逃避的コーピング

項目では得点が高いほど対処行動として逃避的, 調整的

コーピング項目では得点が高いほど対処行動として調整

的であることを示している｡����� (表１)
大日向ら18)の母親役割受容尺度12項目 (積極的・肯定

的受容６項目と消極的・否定的受容６項目), 及び土肥

ら19)の母親役割達成感尺度10項目を合わせた22項目で構

成した｡ 母親役割受容尺度は, ｢自分自身が母親である

ことをどのように受け止めているか｣ を問うものである｡

積極的・肯定的受容項目では得点が高いほど母親役割の受

容が積極的肯定的で,消極的・否定的受容項目では得点が

高いほど母親役割の受容が消極的否定的であることを示し

ている｡母親役割達成感尺度は, ｢子どもとの人間関係や自

己の成長の点で満足している程度｣を問うものである｡������� (表１)
種子田ら20)の子どもの問題行動測定指標９項目に, 独

自に作成した多動項目１項目を追加し10項目で構成し,

回答は ｢１ヵ月間に子どもがとった行動の頻度｣ を問う

ものである｡����������� (表１)
北川ら21)のソーシャル・サポート尺度：�) 夫婦親密

性サポート (６項目),�) 家族サポート (14項目),�) 実
行されたサポート (11項目) の31項目で構成した｡ 夫婦

親密性サポートは ｢母親が感じている夫との日頃の様子｣

を問うもので, 家族サポートは14のサポート源別に,

｢日頃母親が子どもを育てる上でのサポートの程度｣ を

問うもので, 実行されたサポートは ｢母親が実際どのよ
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うなサポートを受けていたか｣ を問うものである｡������
各尺度は内的整合性を信頼係数 (��������のα係数)
にて確認した後, 記述統計及び��������������検定を
用いて, 危険率５％未満を有意として検討した｡����
153名 (回収率65�1％) から回答が得られ, そのうち
記載漏れなどがない回答146名 (有効回収率62�1％) を
分析対象とした｡��������
結果は表２の通りである｡��������
結果は表３の通りである｡ 質問内容において, ｢いつ

もある｣～ ｢時々ある｣ の回答数の割合では, ｢③子育て

のために, 自分自身の自由な時間がとれない｣ が56�8％,
｢④子育てのために, 趣味や学習などの個人的な活動に

支障をきたしている｣ が45�2％, ｢⑪子どもの子育てに
は費用がかかりすぎると感じる｣ が38�4％, ｢⑨子育て
に必要な費用が家計を圧迫していると感じる｣ 36�3％と
高い割合を示し, ｢⑮子育てがいつまで続くのか, 不安

になる｣ が6�2％, ｢⑭子育てそのものに, 苦痛を感じる｣
が9�6％, ｢⑤子どもを見るだけでイライラする｣が10�3％,
｢⑯育てに疲れて, 育児を放棄したくなるときがある｣

が12�3％と低い割合を示した (図１)｡����������
結果は表３の通りである｡ 逃避的コーピングの質問項

目別の平均得点は0�6点であり, ｢そうしない｣ ～ ｢どち

らでもない｣ の間であった｡ 調整的コーピングの質問項

目別の平均得点は1�5点であり, ｢どちらでもない｣ ～
｢そうする｣ の間であった｡�����
結果は表３の通りである｡ 母親役割受容尺度の積極的・

肯定的受容の質問項目別の平均得点は3�1点であり, ｢や
やその通りである｣ の段階であった｡ 消極的・否定的受

容の質問項目別の平均得点は1�9点であり, ｢やや違う｣
の段階であった｡ また, 母親役割達成感尺度の質問項目

別の平均得点は4�2点であり, ｢よく当てはまる｣ の段階
であった｡�������
結果は表３の通りである｡ 質問項目別の平均得点は

―��―

要 因 尺 度 下位尺度 項目数 評価段階 評価点 出 典

母親の意識

育児ストレス 育児ストレス認知尺度 16 5 0～4点 中島ら15)

対処行動 育児ストレス・コーピング尺度
逃避的 4 3 0～2点

岡田ら16)

調整的 4 3 0～2点

母親役割
母親役割受容尺度

積極的・肯定的 6 4 1～4点
大日向ら17)

消極的・否定的 6 4 1～4点

母親役割達成感尺度 10 5 0～4点 土肥ら18)

子どもに
対する意識

子どもの行動 子どもの問題行動測定指標 9＋1 5 0～4点 種子田ら19)

周囲に
対する意識

ソーシャル・
サポート

ソーシャル・サポート尺度

夫婦親密性 6 4 1～4点

北川ら20)家族 14 4 1～4点

実行された 11 4 1～4点

�� ������������
属 性 ����±��

母親の年齢
子どもの人数
祖父母との同居あり
就労している
子どもの年齢

34�3±5�0歳
2�0±0�8人
10名 (6�8％)
144名 (98�6％)
48�2±17�2ヵ月�� �����

得点の����±��(点) 得点の範囲(点)
質問項目得点の����±��(点)

育児ストレス認知尺度 15�7±10�8 0～57 1�0±0�5
育児ストレス･コーピング尺度

逃避的コーピング
調整的コーピング

2�5±1�8
6�0±1�8 0～8

1～8
0�6±0�2
1�5±0�1

母親役割受容尺度
積極的・肯定的受容
消極的・否定的受容

母親役割達成感尺度

18�8±3�7
11�7±3�3
42�2±5�2 8～24

6～19
23～50

3�1±0�4
1�9±0�5
4�2±0�5

子どもの問題行動測定指標 8�2±5�9 0～27 0�8±0�6
ソーシャルサポート尺度

夫婦親密性サポート
家族サポート
実行されたサポート

18�8±4�3
32�9±6�0
29�0±8�0 6～24

14～50
11～44

3�1±0�2
2�4±0�8
2�6±0�2

�� �����������������������������������



0�8点であり, ｢月に１～２回程度｣ の段階であった｡�����������
結果は表３の通りである｡ 家族サポートの質問内容に

おいて, ｢とても助けになる｣ の回答数の割合では, ｢保

育園｣ が91�1％, ｢夫｣ が61�0％ ｢私の両親｣ が55�5％と
高い割合を示した｡ (図２)｡���������������������
育児ストレス認知尺度の得点において,平均得点より低

い母親 (以下,低ストレス群) 77名と高い母親 (以下, 高

ストレス群) 69名の２群に分け,各要因での比較を行った｡����� (図３)
育児ストレス・コーピング尺度において, 逃避的得点

では低ストレス群は2�0点, 高ストレス群は3�0点であり,
高ストレス群において有意に高い得点を示した (���001)｡
調整的得点では低ストレス群は6�1点, 高ストレス群は
6�0点であり, 有意差はみられなかった｡����� (図４,５)
母親役割尺度において, 肯定的受容得点では低ストレ

ス群は20�1点, 高ストレス群は17�4点であり, 低ストレ
ス群において有意に高い得点を示した (���001)｡ 否定
的受容得点では低ストレス群は10�1点, 高ストレス群は
13�4点であり, 高ストレス群において有意に高い得点を
示した (���001)｡ 母親役割達成感得点では低ストレス
群は44�1点, 高ストレス群は40�0点であり, 低ストレス
群において有意に高い得点を示した (���001)｡
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������� (図６)
子どもの問題行動測定指標において, 低ストレス群

の得点は7�4, 高ストレス群の得点は8�0点であり, 両群
において有意差はみられなかった｡����������� (図７)
ソーシャル・サポート尺度において, 夫婦親密性サポー

ト得点では低ストレス群は20�0点, 高ストレス群は17�5
点であり, 低ストレス群において有意に高い得点を示し

た (���001)｡ 家族サポート得点では低ストレス群は34�2
点, 高ストレス群は31�6点であり, 低ストレス群におい
て有意に高い得点を示した (���05)｡ 実行されたサポー
ト得点では低ストレス群は30�6点, 高ストレス群は27�2
点であり, 低ストレス群において有意に高い得点を示し

た (���01)｡

����������������������
育児ストレス認知尺度の質問項目別の平均得点は1�0
点であり, 本研究の母親の育児ストレスは全体的には

｢たまにある｣ 段階であまり強くは感じられていないが,

得点範囲は０から57点であり, 母親によっては強い負担

を感じているという結果となった｡ また, 質問内容では,

｢子育てのために, 自分自身の自由な時間がとれない｣

｢子育てのために, 趣味や学習などの個人的な活動に支

障をきたしている｣ などの自分の社会的役割活動に関す

る制限感, ｢子どもの子育てには費用がかかりすぎると

感じる｣ ｢子育てに必要な費用が家計を圧迫していると

感じる｣ などの育児に伴う経済的ひっ迫感に負担を感じ

ている一方, ｢子育てがいつまで続くのか, 不安になる｣

｢子育てそのものに, 苦痛を感じる｣ ｢子育てに疲れて,

育児を放棄したくなるときがある｣ などの育児に対する

否定感情, ｢子どもを見るだけでイライラする｣ などの

子どもに対する拒否感情など, 子どもそのものに対して

はあまり負担を感じていないと考えられる｡ 船越ら13)は

非就労の母親の方が就労している母親よりストレスを感

じやすいと述べている｡ 非就労すなわち専業主婦の場合,

生活の中で育児の占める割合が強いため, 自分の時間が

持ちにくいことや社会との接点が少なくなり, 孤立感を

強めていくことが予想されるが, 本研究の母親は就労に

よって一定の時間育児から離れることができ, また仕事

によって社会につながることにより, 孤立感をあまり感

―��―
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じないため, 子ども自身に対する育児ストレスはあまり

強くなかったと考えられる｡ しかし, 就労による社会的

活動の制限や生活していくためには働かざるを得ない経

済的ひっ迫感に対しては強いストレスを感じていると考

えられる｡�������������������������������������
対処行動では, 育児ストレス・コーピング尺度の逃避

的項目の平均得点は2�5点, 調整的項目の平均得点は6�0
点であり, 調整的項目の得点が高かった｡ これは, 本研

究の母親は逃避的コーピングより調整的コーピングを多

く利用していることを示している｡

母親役割では, 母親役割受容尺度の肯定的受容の質問

項目別平均得点は3�1点, 否定的受容の質問項目別平均
得点は1�9点であり, 大日向の研究18) (肯定的受容3�1点,
否定的受容1�9点) とほぼ同様の結果であり, 母親役割
を肯定的に受容している傾向が示された｡ これは母親と

しての自分に充実感を抱き, そのような自分を比較的抵

抗なく受け入れているためと考えられる｡ また, 母親役

割達成感尺度の項目別平均得点は4�2点であり, 寺薗の
研究22) (4�1点) と大きな違いはなかった｡
子どもの行動では, 子どもの問題行動測定指標の平均

得点は8�2点であった｡ 質問項目別の平均得点は0�8点で
あり, 全体的には ｢月に１～２回程度｣ の範囲であり,

問題となる行動としては感じられていなかった｡ 榮９)は

育児ストレスの原因として, 子どもの聞き分けのない行

動が育児ストレスになると報告しており, その中でも

｢聞き分けがない｣ ｢言うことを聞かない｣ ｢一人にする

と泣く｣ などを挙げている｡ これらは, 子どもの行動そ

のものというよりは母親と子どもとの関係性を示すもの

である｡ 本研究では子どもとの関わりではなく, 子ども

の問題となる行動の質問であったため, ストレスになら

なかったと考えられる｡ ただ, 本研究でも ｢③こだわり

が強い｣ ｢⑤指しゃぶり, 爪かみ, 何でも口に入れるな

ど口に関する癖がある｣ ｢⑩動きが激しく, じっとして

いない｣ の項目などでは比較的高い得点を示しており,

これらに母親がどのように関われば良いかについては作

業療法などの専門的なサポートも必要である｡ なぜなら,

これらの解決には, 子どもの行動を結果のみで見るので

はなく, なぜ子どもがこのような行動をするのかを考え

る必要があり, 子どもの行動を発達的視点, 環境との相

互作用という視点から見ていくことで, 子どもの行動の

理由が分かり, 子どもに上手く関わる方法がわかってく

ると考えられるからである｡

ソーシャル・サポートでは, 夫婦親密性サポートの質

問項目別平均得点は3�1点, 家族サポートの質問項目別

平均得点は2�4点, 実行されたサポートの質問項目別平
均得点は2�6点であった｡ 北川らの研究21) (夫婦親密性サ

ポート2�9点, 家族サポート2�4点, 実行されたサポート
1�9点) と比較して, 夫婦親密性サポートと家族サポー
トは同様な結果を示したが, 実行されたサポートは本研

究では高い得点を示した｡ これは, 本研究の母親は保育

園や家族 (夫, 実の母親) のサポートを比較的活用でき

ていること, また実質的な援助的言動を多く受け取った

と感じているためと考えられる｡�����������������������������������������������
育児ストレス認知尺度における低ストレス群と高スト

レス群の２群の比較において, 対処行動の逃避的コーピ

ング得点, 母親役割の肯定的受容得点, 否定的受容得点,

達成感得点, 夫婦親密性サポート得点, 家族サポート得

点, 実行されたサポート得点で有意差がみられた｡ 育児

ストレスによる心身の健康状態の緩衝要因として, コー

ピングとソーシャル・サポートがあげられる｡ 尾野ら７)

は問題解決など積極的な対処である調整的コーピングは

精神的健康度の低下がなく, 逃避的コーピングは精神的

健康度の低下をきたしやすいと報告している｡ また, 佐々

木23)は夫の考え方や夫のサポートは母親の育児に関係し,

夫が育児に協力的に参加していると母親は育児に対して

肯定的な感情を抱くと報告しており, 妻は夫に育児や家

事等の実質的な援助が無理でも精神的支援を必要として

いるとの報告24)もある｡ 本研究では, 対処行動の逃避的

コーピング, ソーシャル・サポートの量と質, 母親役割

の受容状態が育児ストレスと関連していることが示唆さ

れた｡

一方, 対処行動の調整的コーピング得点, 子どもの問

題行動測定指標得点では有意差はみられなかった｡ 対処

行動の調整的コーピングは, 先行研究17)では育児ストレ

スの軽減につながると報告されているが, 本研究の母親

は全体的に対処行動として調整的コーピングを利用して

おり, 母親間であまり差がなかったと考えられる｡ また,

子どもの行動に関しては, 本研究では子どもの行動自体

を母親が問題として感じなかったため, 育児ストレスに

はあまり影響しなかったのではないかと考えられる｡

以上より, 本来様々な要因が育児ストレスに関与して

いると考えられるが, 本研究より, その影響の度合いが

要因によって異なることが明らかになった｡�����������������������
小児の作業療法では, 主に障がい児を対象としており,

子どもの運動, 感覚, 認知, 行動の状態を把握して子ど

もの特徴を捉え, 生活の中でそれらがどのような影響を
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及ぼし, どのような問題が生じているかの分析を行い,

治療及び支援を行っていく｡ それとともに, 母親に対し

ても子どもの生活環境 (家族, ライフステージ) を考え

た上で, 日常の中でできる遊びや日常生活へのアドバイ

スを行っていく｡ そして, これらは障がい児だけではな

く, 健常児に対しても可能であると考える｡

本研究の結果より, 子育て支援において母親の育児ス

トレスの状態とその関連要因を十分に把握していくこと

が重要であり, 特に育児ストレスが高い母親への専門的

なサポートが必要であることが分かった｡ その一翼を作

業療法が担っていくために, ①母親が困っている育児に

着目する, ②子どもの行動, 発達段階, 環境のすべての

面から捉える, ③実際の方法を具体的に母親へ提示する,

ことが必要であると考える｡����
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